
事務連絡

平成 21年 4月6日

都道府県労働局労働基準部

労災補償課長殿

厚生労働省労働基準局労災補償部

補償課職業病認定対策室長補佐

脳・心臓疾患、精神障害等及び石綿疾患(労災保険法及び石綿健康

被害救済法)に係る処理経過簿の提出方法について(依頼)

脳 E 心臓疾患、精神障害等及び石綿疾患(労災保険法及び石綿健康被害救済法)

に係る労災補償状況等の取りまとめについては、平成21年3月17日付け事務

連絡「業務上疾病に係る処理経過簿の作成及び審査請求等による原処分取消事案

に係る報告について(依頼)Jにより依頼しているところであるが、現時点にお

いて、新労働基準行政情報システムの全国掲示板 (f都道府県労働局掲示板J)を

利用することができないことから、下記により、平成21年4月 15日(水)ま

でに提出いただきますようお願いします。

なお、平成21年度以降の処理経過簿の提出方法については、別途貴局あてお

知らせすることとします。

記

1 提出先

Eメールにより、下記アドレスあて提出していただきますようお願いします。

(送付先Eメールアドレス)

0脳・心、精神:

0石綿:

2 留意点

O 脳・心、精神処理経過簿については別添の処理手JI慣に従い、エクセルファ

イルを作成の上、提出すること



別添

脳・心、精神処理経過簿処理手順

1 外部記憶媒体から、シンクライアントでない通常使用されている PCω:ドライブ等)

に「処理経過簿2008年度フォルダ」をコピーする(新システムでは、エクセルがパ

ージョンアップされているため、処理経渦簿が適切に稼働しないため)。

2 ヱクセル2003を立ち上げる(データが抽出された際にコピー・ベース卜するため

のもの)。

※報告データを抽出コピーする際に使用するエクセルファイルは処理経過簿にログイ

ンする前に、立ち上げる必要がある。

3 脳・心、精神処理経過簿に2008年 3月末時点の情報に更新する。

4 更新後、処理経過簿システムトップ画面を表示する。

→ [統計資料作成]

→ (加工データ作成用)自由統計用分析シートをクリック

[抽出条件]

(項目)r処理経過簿種目IJJを入力

(比較演算子)r部分一致」自動表示

(内容)

・ 脳心の場合→「脳血管Jを入力

(精神の場合→「精神」を入カ)

→「抽出項目J1 ~ 51選択(別紙参照)

※ 1~24 自動表示されるので、 25~51 の項目について選択

なお、 1~24 自動表示されなし場合は、 5 1項目すべてを選択

→統計分析「抽出」をクリック

「システムからデータを抽出します。よろしいですかワ」

「はし、」をクリック

→「抽出が終了しました」

rOKJをクリック

5 抽出されたデータを事前に立ち上げた r2エクセノレ」にコピーする。

(コピー範囲)

・縦セル 17行自 rNoJ~該当箇所まで

・横セル:A~BA (No5 1)まで

※エクセルの名称 roo局3月末脳心、精神処運経過簿」
※シート 1r脳心」、シート 2r精神」

6 システムを閉じる。

7 5のエクセルファイルを職業病認定対策室あて、メール送信する。

B 不明な点があれば、職業病認定業務第一係 桑原、上回までご連絡願います。



脳.I~\臓疾患/精神障害等処理経過簿エラーチェック項目

111 121 131 141 151 印 171 (日 {剖 1101

処理経過語種別 [CDl地方労働局 地方封働局 労働基挙監置署名 百働者氏名 l 生年用日 性別 発症年月日 <1車掌〉輩寝 標準〉峨撞

1111 1121 1131 11~ M5 11@ け71 1181 1191 ロα

請求年月日 措京号 決定年月日 支給不支給取下害 l 処分号 l 認定要件 院患邑(請求時) 脳鹿血痕患区分 院患名(訣定時 11<1:車準疾患名>1決定時}

1211 1221 1231 1241 白日 但61 1271 白日 1291 1301 

〈持軍準〉業種[中) 〈照準〉車種IIJリ <1車準耳語種(中) 〈標準〉職程(lJII 精神障害自殺 1 生死 尭症時年齢 死亡年月日 事難場邑 l 泊倒陣隙苗号

1311 侶21 1331 1341 1351 1361 侶71 13印 1391 14α 

業種 臓極 傷病名 暗轟給{甘 l 休畢給借 l 陣害給柑 遺族強情 速報畳柑 局署協議{初回 局署協議(毘終)

1411 1421 1431 同41 同日 14日 1471 14田 1491 15印

部室古語 本省協議 認定要件 評価期間 l明書問問働時間盟| 音韻商事開 審直請求目柑 裁量増働適用有田 処理期間 l 宋担理状況

1511 

備害


